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前
資
本
主
義
と
資
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主
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と
の
ウ
ク
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の
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接
の
問
題
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つ
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て
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者
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本
邦
漁
業
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発
達
を
対
象
に
考
察
し
て
き
た
。
研
究事例は静岡県焼津の鰹漁業で、これまでに当地の鰹漁業が近世の運上制度を通じて生産手段たる漁船を基礎とす
（一）
る同族漁携組織「船中」をもとに営なまれたこと、近代の漁船動力化資金は漁業者の自己資金とともに地主・魚商
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（一一）
・加工資本の導入があったこと、漁船動力化の前後を通じて「船中」が漁船の出資組織・漁携組織の基本になって
（一一一）
いることについて、若干の指摘をしてきた。そこで今回の課題は、商業資本と同族共同体「船中」の結合としての
経営面における経費負担と利益分配の方法の復元と考察においた。
（四）
当地における鰹漁業の利益分配基準については、すでに多くの指摘がある。しかしそれらの記述には若干の齪鰯
をみることがあるが、これは時代によって基準自体が変化していることにＪもよる。本稿は、そこで利益分配基準の
時代による変化を復元し、変化の事情について考察を加えることを試みた。対象の分析のために用いた資料は、当
地の近藤久蔵家を船元とする久次郎船および富久丸の鰹漁業経営に関する記録である。
注
（
こ
拙
蕾
’四八頁。
（己拙稿「静岡県焼津における鰹漁業の発達と東海遠洋漁業株式会社」法政大学教養部紀要第五五号社会科学編
昭和六○年一一九’五七頁。
（三）拙穂「明治大正昭和初期における静岡県焼津の鰹漁拐組織」法政大学教養部紀要第五九号社会科学編昭和六
一
年
九
五
’
一
三
八
頁
。
（四）岡本満造「焼津鰹漁業経営形態の推移（四）（十）（十一）」水産界六一○六一六六一七号昭和八’九年四’
一
○
五
’
一
三
九
’
一
五
頁
。
焼津信用販売購買利用組合「経営事例」昭和九年三七’五二頁。
東海遠洋漁業株式会社「東海遠洋漁業株式会社三十年史』昭和一二年一五’三○頁。
焼津漁業協同組合「焼津漁業史」昭和三九年一○○’一一一二三五’一一四五三一一一一Ｊ三四六頁。
大海原宏「焼津カツオ９マグ戸漁業経営の労務管理と分配方式の展開（Ｉと東京水産大学論集第二号昭和四二年
二九’四四頁。
積「近世末期駿州焼津の鰹漁業組織について」法政大学教養部紀要第五一号社会科学編昭和五九年一一三
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業樵造については「乗組員ノ組織トシテハ古来ヨリ焼津〈鰹漁業ヲ以テ其ノ最ナルモノトシ鰹漁期間ヲ改正シテ四
月五日こり八月十二日迄百三十日間〈必ズ譜代ノ船二乗込ミテ漁業二従事スル義務ヲ履行ス前記ノ鰹漁期間外即チ
八月十一一一日ヨリ翌年ノ四月四日迄〈俗――云う小漁期間ト称シ漁夫一一シテ随意一一他業二転シ或〈漁夫個人ガ小型鯖船
（四）
睦船ヲ求メテ漁業ヲ営ムモ随意トセリ」といわれる。次に久次郎船（後の富久丸）船中の明治二十一年における就
労状況を掲げる。
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すなわち久次郎船の明治二十一年の大漁（鰹漁）の人的構成は、後述する利益配当基準によれば四十八人一分で
あったが、小漁（鰹漁以外の漁業）期間には、船中は文吉舟（後の魁洋丸）・吉三舟（後の亀宝丸）・彦右衛舟・船
本（元）の四つの小集団に分れて操業した。次に久次郎船の大漁および同船中の船元である近藤久蔵家の小漁につ
い
て
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・
分一を控除した金額）、利益配当対象人数を示す。
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7７ 
航海日ごとの構成人数のこまかい変動は、その時点の欠勤によって生ずる就労者数の変化によるものである。金
額は仕切り額なので、後述するようにここから餌代・氷代・油代などの経費を差引かなければ、船中構成員への配
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7８ 
大正六年各海「当り桜」（近藤久一郎氏蔵）より作成。
第
一
表
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比
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３
 
９
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３
 
Ｆ
円
』
『
〃
曰
『
『
】
Ｈ
］
 
１日当
金額
１人１
切金鞭
3E 
RG 
当額（当たり）を算出することはできない。漁業の中心は鰹漁の夏海
で、年間水場の大半がこの期間に得られ、春海がこれに次ぐ。春・夏海
は一航海日数も四日ないし五日と長く、人員構成も八十人前後と多い。
秋海は一航海日数および人員構成とも春・夏海なみの規模だが水場は低
い。したがって春・夏・秋海とも生産組織では大漁（大船ともいう）で
あるが、後述するように利益分配に当っては、春・秋海と夏海との間に
は異なった基準を設けている。｜方冬海は、水場は低いが生産組織も小
さく（小船ともいう）経費もかからないので効率はそれ程低くない。
'戸、’~、〆■、’へ〆へ／■、グー、’■、'－，／■、Ｓ九八七六五四三ニユーー、-ハーハーハー，～、_ハーハー，注
「約定規定」明治一○年北原吉右衛門氏蔵。
「漁業約定証」北原吉右衛門氏蔵。
「定」大正五年北原吉右衛門氏蔵。
焼津漁業組合「焼津漁業組合概況」昭和一○年九頁。
「明治一二年小漁当り覚帳」近藤久一郎氏蔵。
「大正六年小漁当り帳」近藤久一郎氏蔵。
「大正六年春海当り帳」近藤久一郎氏蔵。
「大正六年夏海当り帳」近蔵久一郎氏蔵。
「大正六年秋海当り帳」近藤久一郎氏蔵。
「大正六年小漁当り帳」近藤久一郎氏蔵。
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7９ 
鰹漁業の利益分配基準については時代によって差異があるので、この経過を久次郎船（後の富久丸）の場合を例
にたどって染よう。
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8０ 
この頃はまだ習慣で貨幣単位を貫文で記しているが、十貧を一円に換算して承ていく。水場の一割を分一、一割
三分を割としてそれぞれ控除し、残金を就労者など船中の所得にあてている。魚商の手数料などは記されていない
が割の中の三分があてられたであろうことは、明治二十五年の記録で割一割の他に口銭三分が独立項目として立て
られていることによって推察される。割は漁船の修繕・償却や船具・漁具の費用で船元が預かった。分一は船中の
共通経費であるが、当時は船中がそれぞれ引網を所有して餌鰯を自給していて「細く歩一積立金ヲ以テ之レヲ調達
（一一）
セリ」とあるように、網代をここからまかなっていた。なお分一については後に再論する。
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8１ 
項目の一割とは割のことである。また分一に代ってここでは網代が一割控除されているが、網代と分一は先述の
とおり船中の共通費用の意味で同一の項目であろう。
ところでこれまでの分配法では、水錫から手数料（口銭）三分、分一あるいは網代一割、割一割をそれぞれ控除
していたが、明治三十一年からは水場からまず手数料（口銭）や組合費を控除し、その残額から分一または網代．
割を一定の比率で控除する方法がとられるようになった。
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8２ 
（｛〈）
明治四十一年の漁船動力化以後、東海遠洋漁業株式会社など出資法人Ⅱどの漁船共同所有体制下に一定の利益分配
法が確立する。すなわち水場から手数料・積立金・沖乗奨励金をその率にしたがって順次控除し、さらに残額から
船徳Ｐ分一を控除するもので、この方式は第二次大戦以前の分配法の基本として定着した。
そして以後は割の比率（ここでは九分二厘になっている）や一歩（組合費）の計算上の位置に若干の変異が染ら
れる。次の明治三十四年の親方の項目は船主の所得を意味するもので割にあたる。
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8３ 
分
一
は
近
世
に
お
け
る
運
上
の
た
め
の
積
立
金
で
あ
る
分
一
高
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
近
代
に
お
い
て
は
船
中
の
共
通
費
用
と
な
り
、
な
か
で
も
餌
鰯
用
の
網
代
が
も
っ
と
も
大
き
い
比
重
を
占
め
た
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
後
餌
鰯
を
需
要
の
膨
張
や
船
中
労
力
の
不
足
に
よ
っ
て
外
部
か
ら
購
入
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
分
一
は
葬
祭
支
出
金
、
不
漁
欠
損
時
の
予
備
費
、
共
通
雑
費
な
ど
の
財
源
と
な
り
、
清
算
後
に
残
金
の
あ
る
場
合
は
船
中
の
構
成
員
に
配
当
（
分
一
当
た
り
）
さ
れ
た
。
内
壱
円
七
十
八
銭
金
八
百
九
十
四
円
三
十
八
銭
内
四
十
四
円
七
十
二
銭
金
八
百
四
十
九
円
六
十
六
銭
内
百
二
十
七
円
四
十
五
銭
内
八
十
四
円
九
十
七
銭
金
六
百
三
十
七
円
二
十
四
銭
金
九
百
六
円
十
六
銭
九千六百二十八〆
金九百四十一一一円九十二銭
内
三
十
七
円
七
十
六
銭
五
月
八
日
一金一一一千五百四十七円五十二銭
（八）
大
正
六
年
夏
海
分
一
（七）
大
正
六
年
夏
海
分一惣高
船
徳分一 五歩 口銭一一一
Hosei University Repository
8４ 
第二表鰹漁業利益分配基準（単位人代）
函叫晒｛炉
撫
脳
夏海
網代
〃Ⅱ
’」
割
(船穂）
奨励金
(五分）
組合費
粧ＴＩ全
手数料
(口銭）
春海
網代
〃、
Ｊｊ 
割
(船徳）
奨励金
(五分）
組合費
翻す今
手数料
(口銭） 年度
１１０１１１１１１１１１１１１１１１．１１ 
１１ 
１１１ 
● 
●の●●●ｃ●●■●
の●●
●● 
●□ 
● ０００ 
● 
● 
● 
０の
００ 
０００００００００００００００００ 
００ 
２５５ 
５５５ １１１１的的的的囲い１１１１１１１
３３ １１ 
●●の●。●●ｃｃ■
００ 
０００００００００００００００００ 
５５ 
５５ １１ 
１１ 
●■ 
００ 
００ 
５ １ ０ 
２ １１ ００ ００ 
１１１１１１１１１１ ００００００００００ ●ｃ●●●●●の■●００００００００００ 
１１１ 
５５ 
０００ 
００ 
●●０ 
●● 
０００ 
００ 
５５５ ０００ ０００ 
0.01 
0.0015 
0.0015 
０`0015 
0.0015 
0.0015 
0.0015 
０.OO15 
qOO15 
00015 
00015 
00015 
0.0027 
0.0027 
0.003 
0.013 
0.013 
0.013 
0.013 
0.012 
旧明旧い旧旧肥肥いい旧冊叫叫“似叫
叫凹
叫似“
０００００００００００００００００ ●● ●●●■Ｂ。●●●●●●● 
００ 
０００ 
５ ３４ 
５ 
５５５５５ 
５５５５５５ 
２２ 
２２２ 
００ 
０ 
０００００ 
０００００１１１ 
１１ 
１１１ 
ｃ白
已●■
●■●●● 
●中□
Ｇ● 
●Ｏ 
Ｂ ０００ 
□ 
● 
● 
００ 
０ 
０００００ 
００００００００ 
００ 
１ ５５０５ ００ ０． ■ ● ● ００ ０ 
肥肥“肥肥●●● ０００００ 
１１ ●● ００ 
４ 
２ 
１１ 
１１１１１１１１１１１１１１１ 
５５ 
５５５ ０００ 
０００００００００００００００ 
０， 
００ 
●● 
● 
●■●●■●●●●０ 
０００ 
０００００００００００００００ 
００ 
● 
● ００ 001 
0.0015 
0.0015 
0.0015 
00015 
0.0015 
0.0015 
0.0015 
0.0015 
0.0015 
00015 
0.0015 
0.0027 
0.0027 
0003 
0.013 
0.013 
q013 
0.013 
0.012 ４４４ 
０ ４ 
Ｍ““叫皿叫皿“““似皿“““●●■●０●●●①●● ●●● 
““ 
００Ｏ Ｂ● 
０ 
０００００００００００００００ 
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０００ 治加、犯羽別妬記幻羽鯛釦瓢鋤鍋弘鍋妬諏鍋羽如虹⑫佃拠正１２３４５６７８９用大鶴『仕切鰻』「超釣掛勘定醐松」「魚代金囲扱」「測狸商勘定慨』（近蘭久一郎氏畷）より作成。
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8６ 
また割は「明治四十年前〈船徳ノコトヲ割卜称セリ、割〈親方（船主）卜船元卜別人ナル時〈親方ガ出資利益ノ
特定上先取り一一割卜称スルモノヲ天引セルニ依ル、此ノ当時ノ夏海〈百五十日期間即チ五月十日ヨリ九月二十日迄
カ
ト定〆割く一割ニシテ、五月十日前及ビ九月一一十日後秋春漁期〈割ヲ五分卜定ム、而シテ親方ノ出資物〈船体、道
具、櫓、シラ、ヤエ等一一シテ船元ノ出資物〈帆、苫、莚、桶、釣針、竹、生賛寵等ヲ出品シテ夏三代ヲ秋春〈二代
（九）
ヲ定ム」とあり、船主は割を所得して漁船を提供し、船一工は船元代を所得して漁具を提供するのを原則とするも、
船元が船主である場合もあるので、かならずしもこのとおりになっていたとは限らない。例えば明治二十一年に久
次郎船の船元近藤久蔵は、所得した夏海の船代と割をすべて漁船経費に投じている。
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三口〆金四百九十一一円七十二銭四厘
内金百三十一一一円四十五銭一厘
引〆金三百五十九円二十七銭一一一厘
内
金
三
百
円
内
金
一
一
十
六
円
八
十
三
銭
六
厘
差引〆金三十二円四十一一一銭
（一一一）
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百
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九
十
三
円
六
十
銭
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円
三
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四
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八
厘
内
金
七
十
九
円
七
十
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銭
三
厘
肉凹金二十三円七十八銭八厘
内
金
八
十
九
円
七
十
七
銭
引〆金一一一千九百六十三円九十九銭七厘
内
ニ
ッ
割
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二
十
一
銭
八
厘
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金
拾
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円
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十
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八
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大船壱艘代
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大正二年には、富久丸は出資法人東海遠洋漁業株式会社と船中との共同所有関係にあった。船主側の収入は春・
夏。秋海各漁期の船代と割と分一配当金（分一当り）である。割はこの頃には船穂と呼ばれ「春秋の漁期に於て一
（一一一一）
割二分、夏漁期に於て一割五分、ヱヘ漁期に於て一割を天引し」た。支出は漁船の修繕費と船体の償却費で、残金は
出
資
者
間
で
出
資
比
率
に
応
じ
て
配
分
し
て
い
る
。
なお二一一というのは乗組員組合の施設事業費にあてるもので「此ノ千分ノーーーノ分配〈一分銭勘定トシテ船代一一モ
（一四）
割当船主ニモ分配セシガ漁業者奨励金ノ名称ヲ付シァルコトニ付船主ヲ除キ船子ノミノ分配卜変化セリ」という。
また五歩（分）は沖乗奨励金とも呼ばれ「明治四十二年前〈親方ガ船子二貸金アリ其ノ回収ノ目的一一五分ヲ腫力シ
メ貸金返済二充当セシメシコトアリ、同四十三年頃ヨリ漁護鮪類ヲ鰹漁船ノ一般漁獲物二繰入総水揚高一一合算セシ
ヲ以テ其ノ代償トシテ船乗奨励五分ヲ与フ、以前〈鮪類〈一般漁獲高二算入セズ漁夫ダケノ特定収入一一与ヘシモノ
（一五）
ナリ」といわれる。
内
金
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百
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差
引
〆
金
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千
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此
内
訳
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壱
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円五百
円
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十
五
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厘
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百
一
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八
十
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厘
一
金
三
百
一
円
八
十
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銭
六
厘
千七百五十六円六十九銭三厘
二千一一百七円三十銭四厘
船
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償
却
九
束
会
社
船
本
船
方
中
九
束
会
社
利
益
船
方
中
利
益
船
本
修繕費
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これまでみてきたとおり、鰹漁業の利益分配法は、水場から市場手数料・組合費・積立金・沖乗奨励金を控除
注
二）「明治二○年仕切帳」近藤久一郎氏蔵。
（二）焼津漁業協同組合「焼津漁業協同組合概況」昭和一三年一○頁。
（三）「明治一一五年鰹釣揚勘定調帳」近藤久一郎氏蔵。
（四）「明治三一年魚代金調帳」近藤久一郎氏蔵。
（五）「明治三四年魚代金調帳」近藤久一郎氏蔵。
（六）拙穂「静岡県焼津における鰹漁業の発達と東海遠洋漁業株式会社」法政大学教養部紀要第五五号社会科学編
昭和六○年一一九’五七頁。
（七）「大正六年漁痩高勘定帳」近藤久一郎氏蔵。
（八）「大正六年夏海当り帳」近藤久一郎氏蔵。
（九）焼津漁業協同組合「焼津漁業協同組合概況」昭和一三年一○頁。
（一ｓ「大福帳」近藤久一郎氏蔵。
（｜ロ「大福帳」近藤久一郎氏蔵。
（三）「大福帳」近藤久一郎氏蔵。
（一一》東海遠洋漁業株式会社「東海遠洋漁業株式会社三十年史」昭和一二年二四頁。
（一ｓ焼津漁業協同組合「焼津漁業協同組合概況」昭和一一一一年一一頁。
（｜ご焼津漁業協同組合「焼津漁業協同組合概況」昭和一三年一一頁。
四
航
海
経
畳
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し、さらに割（のち船穂と呼ぶＹ分一を控除するというものであった。つぎに残金から控除されるものに航海経澱
がある。これは航海時に消費される物資代で、米・醤油・酒などの沖乗船貝の食粗、炊歌・照明などの燃料、漁獲
物の鮮度保持のための氷代、餌鰯の購入費、漁船の内燃機関の燃料、その他電話料・神社への供物料などである。
次に富久丸の大正六年夏海第一回決算時の経費を示す。
（｜） 
『
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正
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寿
や
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丸
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伊
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油
代
下
村
米
代
カ
ネ
木
米
代
カ
ネ
木
酒
代
八
百
七
カ
ー
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イ
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徳
右
術
門
薪
代
網
松
や
五
月
十
五
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迄
氷
代
五月三十日迄氷代
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〆三一一一一一一一一一一一一一一一一一金T金:金金金金金金箇僅金金'金金金金金金金金
なかでも燃料の石油代が．大きく、これは富久丸の場合、漁船共有関係にある東海遠洋漁業株式会社の油槽部を通
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１
１
‐
１
１
 
決算期－
１
 
第
三
表
富久丸夏海航海経費
明治４４
計 その他 油代 餌代 氷代 食料 決算期 年度
円
1,513.137 
1,215.884 
1,363.849 
2,316.161 
452585 
646.868 
1,240.59 
2,69ｑ735 
1,157.48 
1,295」5９
20406.47 
2,827.198 
243.458 
30235.105 
1,670」65
2,419.496 
40900.03 
10371.644 
1,196.69 
3,401.803 
803.985 
2,128.409 
2.165.50 
1,709.579 
1,772.059 
20549.32 
1,535.15 
231.898 
588｣２ 
２１２５ 
５ 
５５８５ 
５ 
５５５ ６１５９０７２１００５１４８１５１９０６６２５８６９２５６ ４０８８１３８６９４２６２２９Ｊ０５６１８９６９１４８８５ 円型遜沁肥６妬Ⅲ幻旧”麹如４３３４３９９２６７９６２５２１３●●①● ●●● ●■■ ３１２副１１５３７２５３７３２７１ １ １ １ 円67479 641.305 416.47 850.75 178.74 505.61 864.59 523.045 319.00 602.3０ 853.645 86.355 1,153.65 727.93 80285 2,321.62 74365 587.19 11592.60 47380 11095.75 779.50 891.80 71585 10427.44 824.32 114.00 252.58 円339.609 255.96 563.33 777.605 52.00 295.945 418.13 1,065.02 213.22 508.30 1,234.64 1,226.71 106.00 1,272.73 472.23 1,126.026 10643.485 245.195 328.78 11079.26 88.025 566.02 11032.10 278.53 534.95 649.975 246.35 37.68 128.34 ５３５ ５ 円叩躯鏥躯畷嘘錘狸蝿哩唖理刎蠅蝿躯池噸”珂埋瓢呵繩飼懸咽蜘躯５ ５３８１９３２７１０２２ １０６６８４８１０３７２６７２６ １２１２１１２１１１２ ２１１２ ２１２１２２１１ 円324.178 60.922 271.645 362.779 125.36 184.933 177.47 449.59 287.125 260.215 98.73 123.008 44.155 464.075 351.455 300.94 126.27 276.249 215.75 388.213 9428 185.819 193475 208.319 162.584 233.75 15Ｌ8５ 28.858 68.455 １２３１２３４１２３１２３１２３１２３１２３１２３１２３４ 
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第
三
表
つ
づ
き
各年度「又海入用頓』（近藤久一郎氏薮）より作戌。
じて購入している。餌鰯は、かつては船中が引網を所有して自給して
いたが、しだいに需要量の膨張と労力の不足によって外部から職入す
るようになった。餌鰯の買付には船中のなかの下船した高齢者があた
り（餌買いと呼ばれる）、鰯の産地をまわって購入する。富久丸の明治
（一一）
四十二年の記録によると餌買いが出張した買付地は、虎士ロ（月日不詳
・房州）忠右衛門（一一一月二十七日・内浦）忠右衛門（四月二十九日・
五ケ所湾）虎右衛門（月日不詳・内浦）文吉（月日不詳。清水）虎吉
（月日不詳・房州）忠右衛門（五月二十二日・内浦）虎右衛門（五月
二十九日・内浦）忠右衛門（月日不詳・房州）忠右衛門（月日不詳・
腰越）文吉（七月三日・清水）虎右術門（月日不詳・戸田）忠右衛門
（月日不詳・内浦）文吉（月日不詳・清水）虎右衛門（月日不詳・戸
田）忠右術門（月日不詳・内浦）忠右衛門（月日不詳・子浦）忠右衛
門（月日不詳・江ノ浦）忠右衛門（九月二十日・内浦）で、伊豆半島
を中心に東は千葉県安房館山から西は三重県志摩半島五ヶ所湾までお
よんでいる。
'■、’ﾛ、
￣ 
‐ご注一
「大正六年夏海入用帳」近藤久一郎氏蔵。
「明治四一一年餌生控」近藤久一郎氏蔵。
計 その他 油代 餌代 氷代 食料 決算期 年度
円
2β9q''5 
10438.70 
3,934.149 
6,268.075 
20910.坐
3,147.69 
15,18112 
8,43L661 
7,320.775 
円
92.765 
l5ql85 
119.68 
120.655 
70.16 
30.05 
325.345 
15781 
338.565 
円
1,355.55 
792.00 
1,984.80 
2,715.88 
1,589.91 
1,365.25 
10,066.06 
4,821.90 
31567.65 
円
938.11 
269.47 
10072.69 
2,573.605 
69788 
10284.05 
2,387.64 
2,121.445 
20381.78 
円
167.35 
75.08 
340.40 
263.88 
239」8
199.89 
898.91 
575.334 
383.98 
円
336.34 
151.965 
416.579 
594.055 
313.31 
268.45 
1,503.165 
755.172 
648.80 １２３１２３１２３ 大正６大正７大正８
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以上小括してふると、水場から手数料・組合費および積立金・沖乗奨励金を順次控除し、その残金から船徳・分
一を控除し、さらにその残金から航海経費を差引いた残額が、船中構成員への配当（当たり）となる。一」の配当基
準どぞの推移についてはすでにふれ煙げで、ここでは富久丸の大正六年の配当例を示す。
．『大正六年夏海
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右
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人
名
の
右
上
に
付
さ
れ
た
人
数
は
、
一
世
帯
で
複
数
の
乗
船
者
が
い
る
な
ど
複
数
の
配
当
対
象
者
が
い
る
こ
と
を
示
し
、
右
上
の
片
仮名は同名者を区別する屋号の頭文字である。房州二人は千葉県安房地方からの一腱漁夫が一一人いること、大舟・艀
舟・孫舟は付属船の経費への配当を、機械士・船頭。船長・ワッチ（見張り）は役職加算給の配当を、若者は沖乗
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第
四
表
久
次
郎
船
（
富
久
丸
）
夏
海
配
当
額
＊
＊
＊
 
＊
＊
＊
＊
 
＊
＊
＊
＊
＊
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鵲
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労
器
装
鵲
器
砦
器
＊
iiH当今
1人当た
り沖乗
奨励金
1人
当たり
配当今
差引
配当金
航海
経賀 仕切金 基本人数 航海数 漁期 年度
円 円 円
７９６ ０９９４３ ６４４０６ ●●●■□ ２７１４５ １ 
３６２５４ 
２４９５３３１６４３４９１６３９５３７１６ 
３１４６７３ 
５６６７４２６４８７１１２６７４０１６８５５ 
０９１６５３ 
１５１０６Ｊ８１４１４２４４０９９Ｊ７５９２ 
●●Ｐ●●■ ４６２１０５ 
４１６０５８６６７１０５７４１３６１２１５３ 
１ 
１ 
３ 
１ 
１２ 
円
88.277 
31ｑＯ５２ 
1.499 
154.42 
75.011 
296.022 
93.122 
73.639 
544.779 
59.389 
26.05 
2.21 
203.78 
322.099 
283.736 
364.504 
47.85 
20642 
354.859 
193.124 
44.893 
168,275 
911.388 
133.996 
7056 
30.003 
158.925 
円
27.586 
50.441 
13.667 
8.301 
12.744 
48.224 
21.928 
9.038 
94.049 
6.598 
5.183 
0.414 
35.051 
74845 
102.78 
192.827 
18.675 
13.706 
145.979 
103.043 
2.337 
64037 
254.642 
73.499 
11.305 
3８８５ 
60.901 
円
115.863 
360.493 
76,24 
]62.721 
715.317 
87.755 
344246 
115.05 
82.677 
19.015 
648.743 
638827 
65.987 
31.233 
2.624 
238.831 
396.944 
1,374.446 
386.516 
557.331 
66.525 
34.348 
1,044.72 
50ｑ838 
296.167 
47.23 
232.312 
1.076.547 
1,166.03 
207.495 
81.865 
3ａ888 
219.826 
１ 
４８２８７ 
ｓ 人蛇妃蛇妃
２２５５１ ３４４４４ 
９５４ 
８１４ 
５５４ 
１９４ 
蛆姐詔訂妬犯
●● ８０７８ ４５４４ 
妬娼蛇必
４４５５４ １９０１９ 
４６０７２ 
回４Ⅳ、９
５５８２９５ 
９５６４ 
５７８９ 
７０７６１ 
１１ 
１ 
１ 
１ 
１１ 
１ 
１２３４計
月五
１２３４ 
十雪【回
１２３４５６ 
計
１２３４ 
計
１２３４ 
計
１２３４５ 
囎羽
治塑
朧虹
雛配
治妬
治妬
暁取
明
明
明
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表
つ
づ
き
＊ 
＊
＊
＊
＊
 
＊
＊
 
＊
＊
＊
＊
 
1人当た 1人当た
り沖乗
奨励金
1人
当たり
配当金
差引
配当金
航海
経賀 仕切金
基
ｆ 
数 航海数 漁期 年度
円 円 円
２９６９ 
38.241 
7.861 
6.095 
４４３４ 
０８７４ 
19.264 
10.905 
18.053 
４０１４ 
6.754 
0.789 
40.515 
２７９２ 
10.126 
6,834 
2.864 
4.993 
0.672 
2.374 
17.939 
48.594 
lL522 
4.75 
5.153 
1.814 
0.44 
23.679 
12.496 
1.185 
1425 
3.681 
3.636 
0.246 
4.468 
円
146.666 
309.455 
289.056 
210.604 
40.982 
429.403 
837.787 
193.468 
317.207 
36403 
70.094 
433.378 
27Ｌ974 
149.495 
261.669 
34.185 
113.228 
884.393 
206.21 
332.45 
27Ｌ914 
87.934 
22.611 
476.913 
46.968 
76.622 
198.879 
184.923 
13.072 
194.307 
円
53.366 
202835 
76.454 
9.929 
0.771 
79.313 
103.50 
33.107 
33.757 
４０４４ 
70.136 
191.942 
31999 
178.389 
45.451 
1.00 
5.969 
46.853 
l7L74 
46.749 
17.337 
7.632 
3.084 
140.605 
4.85 
23.873 
68.07 
15.694 
0.688 
47.143 
円
200032 
10909.136 
51229 
365.51 
220.533 
41.753 
1,140086 
508.716 
941287 
226.575 
350.964 
40.447 
2,067.989 
149.23 
625.32 
303.973 
327.884 
307.12 
35.185 
119.197 
931.246 
2,799.155 
377.95 
377.199 
289251 
95566 
25.70 
1,165.666 
617.522 
５１８０８ 
100.495 
266.949 
200.617 
13.76 
241.45 
人
９ 
５１２２ 
９３３３１ 
２８８２４９７３ 
４６４６２ 
６９３３３２２ 
●●●●●●●● 
●●■●● 
●●Ｐ●●ｃ● 
７８００８ 
妬
２５００ 
５２９２２０７９ 
５３２３１ 
３３４４４０８ 
４４５５ 
３４５５４ 
３４３５５５４４ 
４５５５５ 
４４５５５５４ 
０８９３ 
回、
５８６６２ 
４５４９３２７３ 
０７６５１ 
０５７３３１２ 
１ 
１ 
１ 
１１ 
１ 
６ 
計
１２３４ 
十吾巨ロ
１２３４５ 
計
１２３４５６７８ 
計
１２３４５ 
計
１２３４５６７ 
治犯
治羽
治加
治皿
治犯
明
明
明
明
明
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づ
き
配当金
1人当た
り沖乗
奨励金
1人
当たり
配当今
差引
配当金
航海
経賀 仕切金 基本人数 航海数 漁期 年度
円
3.971 
5.785 
4.55 
2.945 
6.00 
円 円
27.】37
25.6rｉ 
1.897 
10.18ピ
11.10 
46.90 
1618 
5.674 
6.872 
3.568 
０６１４ 
18.341 
9.436 
36926 
3.227 
5.556 
55.145 
8.455 
23.653 
5.787 
3.248 
41.143 
]6.529 
13.468 
3.934 
1.88 
7.084 
42.895 
22.639 
5.555 
13.676 
7.747 
1.35 
5ｑ967 
円
1,020.99 
101596 
503.811 
597.025 
39.958 
288674 
312.611 
193.584 
28221 
326.018 
1,801.554 
162.767 
282.747 
286.671 
1,199.40 
297.811 
162.852 
691.355 
Ｌ083.852 
227.687 
104212 
412.195 
1,295.385 
316.926 
791.682 
449.59 
71.086 
円
662284 
88.867 
121.259 
70.04 
10.00 
130.696 
21.73 
101.276 
7.665 
35.118 
378.975 
72.062 
91.248 
55.12 
263.334 
160.082 
199.04 
135.194 
97.376 
102.237 
51.573 
97.876 
225.014 
221.921 
158.715 
311746 
22.739 
円
1,492.601 
1,683.274 
190.463 
625.07 
667.065 
3,165872 
49.958 
419.37 
334.341 
294.86 
35.886 
10134.415 
361.136 
2,180.529 
234.829 
373.995 
3,150.489 
341.791 
1,462734 
457.893 
361.892 
2,624.31 
826.549 
1,18Ｌ228 
329.924 
155.785 
510.071 
20863.557 
1,520.399 
538.847 
950.397 
761336 
93.825 
3,864.804 
人
８９６３ 
４９１９１ 
３０６６ 
●●●■Ｂ 
妃馳別別
５１７５０ 
６１２２ 
２５４５５ 
３５５５ 
７９９９ 
９５１７７ 
鑓鍋鍋駆
副開記囲弱
８５３ ００８７６ ６６５５５ 
回
９６４４ 
２１４ 
２０６９ 
２９６７ 
３１６２６ 
８８５５９ 
１ 
１ 
１ 
計
１２３４ 
十月曇同五
１２３４ 
計
月五
１２３計
月五
１２３ 
○十Ｉロ河二望。五
１２３４計１２３４５計
治羽
治弘
明
明
治弱
治弘
治師
治犯
明
明
明
明
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表
つ
づ
き
1人当た
り分一
配当今
1人当た
り沖乗
奨励金
1人
当たり
配当金
差引
配当金
航海
経賀 仕切金 基本人数 航海数 漁期 年度
円
２５５ 
１ 
０５９４４ ８２４９５５ ● ０５３０３３ １ １ １ １ 
円
肥塑銘
２７ 
７３７ 
３３９ 
６２ 
８８１０ 
７３９２ 
２８ 
７０１８ 
６６７６ 
５２７ 
●●■● 
■●● 
１０ 
５２２２ 
３５１２ 
３４３ 
円
21.028 
18.474 
21.215 
2829 
1.952 
3.706 
1．０９ 
68294 
8.635 
5.518 
18.66 
6.522 
7.59 
5.63 
3.135 
55.69 
40.135 
29.436 
29.755 
27.166 
126.492 
34.347 
25.143 
11.595 
6826 
7.557 
85.468 
29.02 
43.451 
3.396 
9.523 
85.37 
21.126 
25.554 
7.267 
5.16 
59.107 
円
1,002.656 
1,092.664 
1.228.159 
165.27 
70.145 
216.131 
104.321 
469.724 
349.002 
10075.852 
391.284 
444.14 
322.453 
189.646 
2.309.438 
2u127.208 
21146.047 
1,915.546 
2,177.082 
1,820.252 
844.867 
478.219 
483.972 
10808.565 
3,276.902 
249.637 
700.628 
1,273.664 
1,936.004 
516.996 
379.626 
円
369.333 
330052 
93.865 
158.787 
63.364 
81.779 
217.964 
287.895 
268.697 
83.47 
182.142 
42.169 
115.758 
128.312 
566.569 
11163.772 
10432.69 
11382.911 
1,531.976 
2,180.909 
379.627 
928.262 
970.55 
L603.347 
2,681.098 
1,141.451 
11272966 
1,416.523 
2.183.174 
2,714.102 
238.058 
円
1,371989 
1,422.716 
1,322.024 
324.057 
133.509 
297.91 
322.285 
4,902.49 
757.619 
617.699 
1,159.322 
578.426 
486.309 
438.211 
317.558 
4,355.144 
2,876.007 
3.290.098 
3,578.737 
3,298.457 
13,043.299 
3,709.058 
40001.161 
11224.494 
1,406.481 
11454.522 
11,795.716 
3,411912 
5.958.00 
1,391.088 
1,973.594 
121734.594 
2,690.19 
4,119.178 
3,231.098 
617.684 
10,658.15 
人
５６３ 
６８ 
２８３１７６４ 
１２７ 
５７ 
７３３３ 
６５ 
●●● 
■□ 
●●●●□□● 
■ 
■● 
●ｄ 
ｏ。□●
５２８０７７８ 
４４３３８６０ 
７４４４ 
０５５６２ 
８９９９ 
３１０３ 
４６５６５５５ 
５６６６５５６ 
５７７７ 
６７７７７ 
５７７７ 
６８７７ 
２５５７４２１ 
３０２８ 
２１３７５ 
０２０７ 
７０ 
回６，６４２７６
１１ 
１１ 
１１１ 
１ 
１１ １ 
１２３４５６７計麺１２３４５６計胡１２３
計
月五
１２３４ 
計
月五
１２３， 
計
月五
１２３ 
計
治鋤
治切
明
明
治虹
治妃
治蛆
治処
明
明
明
明
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四
表
つ
づ
き
注
3．２．１． 
五
月
と
は
夏
海
の
前
に
営
ま
れ
る
鰹
漁
業
で
あ
る
。
各航海とも欠勤者がいるため、一人当たり配当金と総配当金を人数で隙した価とは一致しない。
＊印は記録上金額が貫文で記されているので換算した。
各年度「又海当り鰻」「五月海当り根」（近藤久一郎氏蔵）より作成。
1人当た
り分一
配当今 奨励金
1人
当たり
配当令
差引
配当金
航海
経賀 仕切金 基本人数 航海数 漁期 年度
５ 
１ 
０２６４００ 円８７７５９４５５５３６０５ Ｌ １ １ １ １ ４３ ５８３ ５ ５５ 瀦頑２弱３９２ １ １０７２ ０２５８ ８２５２ 円叫加、皿狛鍋、矼妬郷８８１９ ７９６０ ５４２４ ２９４１ ５９ＬＬ ４４１４ ２３２ ■●● ５１３ ５３５５ ７０５１ ２１３１ １ １１ １ 円 0 29.178 0 18.469 47.647 42.109 51.004 2.015 ０ 95.128 124.822 20.515 5.13 18.325 168.792 45.67 7.92 15916 23.315 92.821 0 15.655 18785 34鯵4４65.395 105.375 51.07 68.075 289.915 ０ 121.235 34.58 5.21 161.025 円△186.386 ２U499.611 △417.96 10482.159 20832.041 30999.766 155.952 △380.628 1q900.168 1,664981 408p62 10453.634 2,960.991 585.302 10228.539 10953.175 △360.11 1,255.286 1,518.896 4,996.415 8,952.803 4,228.94 5,533.94 △487.69 10,704.325 2,904.94 442.62 円10405.832 2,937.432 1,599.23 2,524.036 2,346.361 4,695.363 1゜143.6“1.167.995 2,596.662 2J16.549 757.828 2,049.085 1,756.333 1,523.561 1,696.534 1,718.198 3,034.91 1,882.904 1,必5.27320929.00 20434.497 10417.20 30649.50 30090.59 60254.50 2,233.55 10640.12 円1,219.446 5,437.043 1,181.273 4,006.196 11,843.958 5,718.402 8,695.129 1,299.596 787.367 150960.494 130496.83 4,381.53 1,165.89 30502.719 220546.969 40717.324 2,108.863 20925073 3,67Ｌ373 130422633 2.674.80 3,138.19 2.964.169 8,777.159 7,925.415 11,387.30 5,646.14 9,183.44 34,142.295 2,602.90 16,958.825 5,138.49 2,082.74 26,782.955 ７７７ ５５７ ４９８９ ８ ３５ 人迦閉配４００ ５３９３ ３０００ ６１０ ０６６６ ８８４６ ６８８ ５８７８ ６８８８ ６８８ ７８８８ ６８８８ ０５２ １７３６ ０８５１ ５２５２ 回８ｍ８７５８８ ５５４ １１ １ １ １ １ 月五１２３計胡１２３計胡１２３計月五１２３ ．＋Ｉロ珂雪》。五１２ 十毎エ、脾 月五１２３ ｆ 二毒、 月五１２３計 正２正３正４正５正６正７柾１大大大大大大
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青年への奨励金を示す。また右上に年齢の付された人名は少年仲乗者でその配当分を、やんちゃ一人二分は船中幼
少
者
全
体
へ
の
配
当
が
一
人
二
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
後
に
続
く
人
名
は
そ
の
該
当
者
と
年
齢
で
あ
る
。
最
後
の
竹
次
郎
四
分
徴
兵
は
兵
役
中
で
配
当
四
分
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
次
に
あ
げ
る
の
は
、
富
久
丸
の
大
正
六
年
夏
海
の
最
初
の
漁
期
で
あ
る
五
月
五
日
か
ら
六
月
十
七
日
ま
で
の
八
航
海
分
の
船
中
員
配
当（当たり）一人分百五円三十七銭五厘の六月十七日の支払い額である。
（一一一）
大
正
六
年
夏
海
初
漁
当
ｈ
／
部
一
金
九
十
二
円
九
銭
一
金
百
四
十
一
円
九
十
九
銭
一
金
五
十
三
円
六
十
五
銭
五
厘
一
金
八
十
一
円
六
十
五
銭
五
厘
一
金
百
十
三
円
八
十
銭
五
厘
一
金
七
十
一
円
六
十
五
銭
五
厘
一
金
七
十
円
八
十
五
銭
五
厘
一金百四十三円一一一十一銭
一
金
百
十
三
円
八
十
銭
五
厘
一
金
七
十
一
円
六
十
五
銭
五
厘
一
金
百
四
十
三
円
三
十
一
銭
一
金
七
十
円
六
十
五
銭
五
厘
一
金
七
十
一
円
六
十
五
銭
五
厘
一
金
六
十
六
円
二
十
一
銭
一人二分士ロ
蔵
一一人与
平
七
分
向
友
父
七
分
浅
友
母
一人四分与
圭口
与
作
安
太
郎
於
だ
け
一一人角や吉太郎よめ
－人四分虎
土ロ本人
茂
助
辰
於
て
る
一一人徳右衛門念ょ
七
郎
庸
於
碧
彦
辰於とく
久
作
ふ
さ
Hosei University Repository
103 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
金金金金金金金金金金金金金:金金金金金金金金
七
十
一
円
六
十
五
銭
五
厘
百
四
十
二
円
八
十
一
銭
七十一円二十七銭五厘
七十一円六十五銭五厘
七十一円六十五銭五厘
七十一円六十五銭五厘
七
十
一
円
二
十
九
銭
五
厘
六
十
九
円
六
十
七
銭
五
厘
百十三円八十銭五厘
百四十三円三十一銭
七十円五十七銭
二百三十六円四銭
二百八十五円四十四銭
二十九円四十七銭
百七十九円四十五銭
六十八円七十九銭五厘
百二十九円八十一銭九厘
百六十一円四十八銭五厘
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友
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右
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門
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二
郎
圧
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郎
母
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銀
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於
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一
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右
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母
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平於こと
一一一人二分金右術門於はる
一一一人六分船
木
一
参
御
休
兼
母
二人五分利
圭ロ本人
ャ
梅
圭口於うの
一人九分角
松本人
二人大分彦右衛門於とみ
二
人
一
分
平
二
郎
本
人
一一一人四分角
蔵
母
梅
圭口於寵す
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一〆一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
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銭
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七
十
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四
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十
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五
十
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天
八
分
虎
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－
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兼
母
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郎
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り
金
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一人当たりの配当は百五円三十五銭だが、ほとんどがそれ以下の支給額である。当時は決算日以前に配当金の一
部前払いの慣行が一般的であった。そして配当の受取り人には、本人が航海中のため、妻・母・嫁など女性家族が
な
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
興
味
深
い
。
前資本主義時代の利益分配制度は、経営主体が船中だったことから再生産費である割と、共通費である分一を控
除するだけの単純なものであった。はじめから船中外部へ支払われるのは魚商の手数料だけであった。その後生産
規模が拡大し外部資本が参入すると、出資金の回収を確保するために、手数料・組合費。積立金。割あるいは船穂
・分一など控除項目が細分化され先取りされた。利益からの先取り控除費は、船中経営時代の再生産費留保から投
下資本確保へと性格を変えて存続した。
船中が外部参入資本との間で漁船共有形態をとったこともこれを補強した。本来漁携者集団であった船中は、出
資法人へ参加したことによって外部資本へ大幅に協力する結果をまねくことになった。諸項目を順次控除して残余
を人件費にあてる分配方式は、資本の再生産を優先させるものである。しかし形式的にはともかく実質上は船中内
注
（こ拙稿「明治大正昭和初朝における静岡県焼津の鰹漁扮組織」法政大学教養部紀要第五九号社会科学編昭和六
一年九五’一三八頁。
（二）「大正六年夏海当り帳」近藤久一郎氏蔵。
（三）「大正六年夏海当り帳」近藤久一郎氏蔵。
六
結
語
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で漁船の経営に直接たずさわっていたのは船元であり、外部出資者も漁船出資法人への参加に止まった。したがっ
て出資法人と漁携着船中との接点にあったのは船中の船元であり、船元が次の時代に産業資本家として成』長してい
く条件をここに承ることもできる。
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